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第３回桑名市入札監視委員会審議資料 



指名停止状況一覧 （令和５年９月～12月）

年 月 日 令和５年10月12日 令和５年10月12日 令和５年11月29日

事　件　名 建設業法違反行為 建設業法違反行為 贈賄

　西武建設株式会社は、建設業法第２８
条第１項本文及び同項第２号に該当する
と認められるとして、国土交通省関東地
方整備局より監督処分（指示処分及び営
業停止４５日間）を受けた。
　有資格業者である同社が、建設業法の
規定に違反し、許可行政庁から監督処分
を受けたことは、桑名市請負工事入札参
加者指名停止基準別表第２第４号（２）
（建設業法違反行為）に該当する。

　西武造園株式会社は、建設業法第２８
条第１項本文及び同項第２号に該当する
と認められるとして、国土交通省関東地
方整備局より監督処分（指示処分及び営
業停止２２日間）を受けた。
　有資格業者である同社が、建設業法の
規定に違反し、許可行政庁から監督処分
を受けたことは、桑名市請負工事入札参
加者指名停止基準別表第２第４号（２）
（建設業法違反行為）に該当する。

　北勢水道事務所が発注した内径１８０
０粍制水弁取替工事（四期・西方）の入
札をめぐり、新陽工業株式会社の役員
が、北勢水道事務所の元副参事兼場長及
び伊勢農林水産事務所の課長への贈賄容
疑で令和５年１１月１５日に三重県警に
逮捕された。
　有資格業者である同社の役員等が、贈
賄容疑で逮捕されたことは、桑名市請負
工事入札参加者指名停止基準別表第２第
１号（２）（贈賄）に該当する。

桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第４号（２）（建設業法違反行
為）に該当

桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第４号（２）（建設業法違反行
為）に該当

桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第１号（２）（贈賄）に該当

愛知県名古屋市中村区名駅二丁目２８番３号 大阪府大阪市淀川区西中島３－１２－１５ 三重県四日市市大字塩浜４１０１－５
西武建設株式会社 西武造園株式会社 新陽工業株式会社

名古屋支店 西日本統括支店 代表取締役 新井政智

支店長　張間誠司 支店長　金児維知郎

備　　　考

指名停止期間 ５ケ月（R5.10.12～R6.3.11） ４ケ月（R5.10.12～R6.2.11） ３ケ月（R5.11.29～R6.2.28）

指名停止の理由

指名停止業者
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指名停止状況一覧

年 月 日

事　件　名

備　　　考

指名停止期間

指名停止の理由

指名停止業者

（令和５年９月～12月）

令和５年12月９日 令和５年12月９日 令和５年12月12日

公契約関係競売妨害又は談合 公契約関係競売妨害又は談合 公契約関係競売妨害又は談合

　株式会社久米設計の支社長等及びラン
ドブレイン株式会社の社員が、宮崎県串
間市が発注した消防庁舎新築の設計業務
の入札をめぐり、官製談合防止法違反及
び公契約関係競売入札妨害の疑いで令和
５年１１月１６日に宮崎県警に逮捕され
た。　有資格業者である同社の役員等又
は使用人が、官製談合防止法違反及び公
契約関係競売入札妨害の疑いで逮捕され
たことは、桑名市請負工事入札参加者指
名停止基準別表第２第３号（３）（公契
約関係競売妨害又は談合）に該当する。

　株式会社久米設計の支社長等及びラン
ドブレイン株式会社の社員が、宮崎県串
間市が発注した消防庁舎新築の設計業務
の入札をめぐり、官製談合防止法違反及
び公契約関係競売入札妨害の疑いで令和
５年１１月１６日に宮崎県警に逮捕され
た。　有資格業者である同社の役員等又
は使用人が、官製談合防止法違反及び公
契約関係競売入札妨害の疑いで逮捕され
たことは、桑名市請負工事入札参加者指
名停止基準別表第２第３号（３）（公契
約関係競売妨害又は談合）に該当する。

　三愛物産株式会社の支店長が、岐阜県
山県市が発注した水道関連工事の入札を
めぐり、公契約関係競売入札妨害の疑い
で令和５年１１月２９日に岐阜県警に逮
捕された。 有資格業者である同社の役
員等が、公契約関係競売入札妨害の疑い
で逮捕されたことは、桑名市請負工事入
札参加者指名停止基準別表第２第３号
（３）（公契約関係競売妨害又は談合）
に該当する。

桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第３号（３）（公契約関係競売
妨害又は談合）に該当

桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第３号（３）（公契約関係競売
妨害又は談合）に該当

桑名市請負工事入札参加者指名停止基準
別表第２第３号（３）（公契約関係競売
妨害又は談合）に該当

愛知県名古屋市中村区名駅三丁目２２番８号　大東海ビル内 三重県桑名郡木曽岬町大字見入５０－３ 三重県津市藤方１１６５-１
株式会社久米設計 ランドブレイン株式会社 三愛物産株式会社

中部支社 三重事務所 三重支店

執行役員支店長　堀田隆文 所長　伊藤克洋 取締役支店長　越後勉

１ケ月（R5.12.9～R6.1.8） １ケ月（R5.12.9～R6.1.8） １ケ月（R5.12.12～R6.1.11）
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１． 〔 案件名 〕 羽田町公営住宅解体工事 （契約番号 1251 ）

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

２． 〔 案件名 〕 成徳中学校公共下水道接続工事（プール接続工事）設計業務委託 （契約番号 1417 ）

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

３． 〔 案件名 〕 橋梁等法定点検業務委託 （契約番号 1437 ）

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

４． 〔 案件名 〕 橋梁等法定点検業務委託（能部跨道橋外1橋） （契約番号 1323 ）

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

５． 〔 案件名 〕 南部水源地受電盤断路器取替修繕工事 （契約番号 1232 ）

〔入札方法〕

〔抽出理由〕

【令和５年度第３回桑名市入札監視委員会　審議案件の抽出理由書】

その他（ ）

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

その他

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

その他（ ）

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

その他（ ）

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価

総合評価

総合評価

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

その他（ ）

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価

事後審査型条件付一般競争入札

落札率が （ 高い ・ 低い ） ため

指名競争入札 随意契約

発注金額が高額であるため

応札業者の中で、（ 失格 ・ 無効 ・ 辞退 ） が多いため

応札業者の数が （ 多い ・ 少ない ） ため

総合評価
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

履行期間 から まで

予 算 額 　 円

設 計 額 円

概 要 書

都市管理都市整備

羽田町公営住宅解体工事

桑名市大字島田585番地　地内

羽田町公営住宅の解体（第一：109～112号、第四：153～156号）

（109～112号）
既存部：鉄筋コンクリート板（組立式）　地上１階建　146.08㎡
増築部：地上１階建  8.08㎡

（153～156号）
既存部：鉄筋コンクリート板（組立式）　地上１階建　146.08㎡
増築部：地上１階建　32.31㎡

令和6年1月12日

概　　要

15,064,000

15,048,000

令和5年10月3日
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■ 入札の経過及び結果
・６者から応札があったが、３者が最低制限価格を下回ったため失格。
・開札の結果、最低制限価格以上、かつ予定価格の範囲内で２者が同額入札のため、くじ引きにより有限会社ナカムラ建
設を落札候補者とした。
・入札参加資格を審査した結果、適格であったため、当該業者を落札者と決定し、契約を締結した。

 5-001251

12,750,000
代表取締役　藤井智也

代表取締役　中村康法

6
000535　株式会社藤井建設

代表取締役　諸戸薫

5
001212　有限会社ナカムラ建設

落札決定
12,740,000

4
001190　大幸建設工業株式会社

12,740,000

12,710,000
代表理事　森部ゆかり

代表取締役　伊藤利光

3
005644　三重同愛建設協同組合

失格

代表取締役　谷健太郎

2
000529　有限会社マルマ工務店

失格
12,650,000

1
006687　株式会社旭興業

失格
12,550,000

コ メ ン ト

No 入 札 業 者 名 第1回入札額（円） 第2回入札額（円） 随意契約額（円） 摘要

３者失格：最低制限価格を下回ったため 
２者同額のためくじにより落札候補者を決定
最低制限価格算出基準価格（税抜）\12,740,000　＝　最低制限価格（税抜）

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

\13,680,000
最 低 制 限 価 格
（ 税 抜 ）

\12,740,000

契 約 金 額
（ 税 抜 ）

\12,740,000 落札率（ ％） 93.12 %

履 行 場 所 桑名市大字島田585番地　地内

履 行 期 間 令和 5年10月 3日　から　令和 6年 1月12日　まで

入 札 日 時 令和 5年 9月20日　午前09時10分 業 種 2900 解体

入 札 経 過 表

契 約 番 号  5-001251 担 当 課 都市管理課

件 名 羽田町公営住宅解体工事
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

履行期間 から まで

予 算 額 　 円

設 計 額 円

概　　要

1,070,300

1,058,200

令和5年11月7日

概 要 書

都市管理都市整備

成徳中学校公共下水道接続工事(プール接続工事)設計業務委託

桑名市東汰上415番地１　地内

成徳中学校プール排水の公共下水道接続工事に関する設計図面及び
設計書の作成

令和6年2月29日
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14
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■ 入札の経過及び結果
・１者から応札があった。
・開札の結果、最低制限価格以上、かつ予定価格の範囲内で最も低い価格で応札した功建築設計事務所を落札候補者とし
た。
・入札参加資格を審査した結果、適格であったため、当該業者を落札者と決定し、契約を締結した。

 5-001417

佐野功児
1

000996　功建築設計事務所
落札決定

960,000

コ メ ン ト 最低制限価格算出基準価格（税抜）\780,000　＝　最低制限価格（税抜）

No 入 札 業 者 名 第1回入札額（円） 第2回入札額（円） 随意契約額（円） 摘要

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

\962,000
最 低 制 限 価 格
（ 税 抜 ）

\780,000

契 約 金 額
（ 税 抜 ）

\960,000 落札率（ ％） 99.79 %

履 行 場 所 桑名市東汰上415番地１地内

履 行 期 間 令和 5年11月 7日　から　令和 6年 2月29日　まで

入 札 日 時 令和 5年10月25日　午前09時10分 業 種 5201 建築一般

入 札 経 過 表

契 約 番 号  5-001417 担 当 課 都市管理課

件 名 成徳中学校公共下水道接続工事（プール接続工事）設計業務委託
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

履行期間 から まで

予 算 額 　 円

設 計 額 円

概 要 書

土木都市整備

橋梁等法定点検業務委託

桑名市内一円

橋梁点検（橋長15m未満　梯子）　　　・・・46橋
橋梁点検（橋長15m以上　梯子）　　　・・・2橋
橋梁点検（橋長15m以上　高所作業車）・・・5橋
点検調書作成　　　　　　　　　　　 ・・・53橋
健全度評価　　　　　　　　　　　　 ・・・53橋

令和6年3月29日

概　　要

10,000,000

8,950,700

令和5年11月14日
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所長　和田孝幸

 5-001437

代表取締役　久保真也

14
000047　株式会社見取コンサルタン
ト　桑名営業所 6,710,000

13
000881　株式会社栄和コンサルタン
ト 6,710,000

6,710,000
所長　小俵秀人

代表取締役　今井達也

12
000178　写測エンジニアリング株式
会社　三重営業所

代表取締役　川口陽

11
000856　新三重技術開発株式会社

落札決定
6,710,000

10
000817　アジアコンサルタント株式
会社 6,710,000

6,710,000
代表取締役　細渕敏史

代表取締役　藤谷隆宏

9
000792　株式会社明和プラテック

代表取締役　谷口昇

8
000910　株式会社和合コンサルタン
ト 6,710,000

7
000883　丸栄調査設計株式会社

6,710,000

6,710,000
所長　中島正夫

所長　奥野稔

6
000689　南海カツマ株式会社　四日
市営業所

営業所長　杉田浩二

5
000396　株式会社フジヤマ　三重営
業所 6,710,000

4
002123　株式会社キミコン　三重営
業所 6,710,000

6,710,000
代表取締役　米川泰典

代表取締役　石原正憲

3
000892　株式会社三洋開発

営業所長　秋場範之

2
000549　株式会社松阪コンサルタン
ト 6,710,000

1
000517　株式会社浪速技研コンサル
タント　津営業所 6,710,000

コ メ ン ト
17者同額のためくじにより落札候補者を決定
最低制限価格算出基準価格（税抜）\6,710,000　＝　最低制限価格（税抜）

No 入 札 業 者 名 第1回入札額（円） 第2回入札額（円） 随意契約額（円） 摘要

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

\8,137,000
最 低 制 限 価 格
（ 税 抜 ）

\6,710,000

契 約 金 額
（ 税 抜 ）

\6,710,000 落札率（ ％） 82.46 %

履 行 場 所 桑名市内一円

履 行 期 間 令和 5年11月14日　から　令和 6年 3月29日　まで

入 札 日 時 令和 5年11月 1日　午前10時20分 業 種 5302 鋼構造物及びｺﾝｸﾘｰﾄ

入 札 経 過 表

契 約 番 号  5-001437 担 当 課 土木課

件 名 橋梁等法定点検業務委託
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■ 入札の経過及び結果
・19者から応札があった。
・開札の結果、最低制限価格以上、かつ予定価格の範囲内で17者が同額入札のため、くじ引きにより新三重技術開発株式
会社を落札候補者とした。
・入札参加資格を審査した結果、適格であったため、当該業者を落札者と決定し、契約を締結した。

 5-001437

所長　高原淳

所長　河原弘明

19
000834　株式会社日本インシーク
三重営業所 7,300,000

18
001355　中央開発株式会社　三重営
業所 7,000,000

6,710,000
所長　畑雅之

営業所長　小掠隆也

17
000787　株式会社八州　三重営業所

営業所長　久村隆夫

16
000690　株式会社カギテック　桑名
営業所 6,710,000

15
000097　岡本測量設計株式会社　桑
名営業所 6,710,000

コ メ ン ト
17者同額のためくじにより落札候補者を決定
最低制限価格算出基準価格（税抜）\6,710,000　＝　最低制限価格（税抜）

No 入 札 業 者 名 第1回入札額（円） 第2回入札額（円） 随意契約額（円） 摘要

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

\8,137,000
最 低 制 限 価 格
（ 税 抜 ）

\6,710,000

契 約 金 額
（ 税 抜 ）

\6,710,000 落札率（ ％） 82.46 %

履 行 場 所 桑名市内一円

履 行 期 間 令和 5年11月14日　から　令和 6年 3月29日　まで

入 札 日 時 令和 5年11月 1日　午前10時20分 業 種 5302 鋼構造物及びｺﾝｸﾘｰﾄ

入 札 経 過 表

契 約 番 号  5-001437 担 当 課 土木課

件 名 橋梁等法定点検業務委託
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

履行期間 から まで

予 算 額 　 円

設 計 額 円

概　　要

12,000,000

10,998,900

令和5年10月2日

概 要 書

土木都市整備

橋梁等法定点検業務委託（能部跨道橋外1橋）

桑名市大字能部地内外

　橋梁定期点検　　　　　1式

令和6年3月26日
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

第 第 1 項 第 2 号

第 条 第 1 項 第 1 号

第 条 第 1 項 第 2 号 ケ

第 条 第 項 第 号

【　名　　称　】 中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社

167条の2

桑名市契約規則 27

代表取締役社長　湯川保之

随意契約理由書

都市整備 土木

橋梁等法定点検業務委託（能部跨道橋外1橋）

桑名市大字能部地内外

桑名市随意契約ガイドライン

桑名市随意契約ガイドライン 4

【代表者職・氏名】
契約の相手方

備　　考

随意契約理由

　本業務は、中日本高速道路株式会社の管理する高速道路を跨ぐ当市管理の能
部跨道橋及び蛇谷橋について、関係法令に基づく点検及び健全度評価を行うも
のである。
　このような跨道橋の点検等においては、安全かつ適切な交通規制を実施する
ために、高速道路管理者等との緊密な調整及び橋梁点検業務に精通している必
要がある。
　このことから、当市と跨道橋の管理に係る技術協力に関する協定の締結にお
いて、点検及び健全度の評価案の作成について主体的な役割をになっているの
が、中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社である。

　よって、中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社と下記根拠規
定により随意契約を締結するものである。

根拠法令

地方自治法施行令
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■見積合せの経過及び結果
・中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社から見積書を徴した結果、予定価格の範囲内であったため、契約
を締結した。

 5-001323

代表取締役社長　湯川保之
1

000916　中日本ハイウェイ・エンジ
ニアリング名古屋株式会社

落札決定
10,000,000 9,960,000

コ メ ン ト

No 見 積 業 者 名 第1回見積額（円） 第2回見積額（円） 随意契約額（円） 摘要

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

\9,999,000
最 低 制 限 価 格
（ 税 抜 ）

************

契 約 金 額
（ 税 抜 ）

\9,960,000 落札率（ ％） 99.6 %

履 行 場 所 桑名市大字能部地内外

履 行 期 間 令和 5年10月 2日　から　令和 6年 3月26日　まで

見 積 日 時 令和 5年 9月26日　午前10時30分 業 種 5302 鋼構造物及びｺﾝｸﾘｰﾄ

見 積 経 過 表

契 約 番 号  5-001323 担 当 課 土木課

件 名 橋梁等法定点検業務委託（能部跨道橋外1橋）
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

履行期間 から まで

予 算 額 　 円

設 計 額 円

概 要 書

水道上下水道

南部水源地受電盤断路器取替修繕工事

桑名市大字島田地内

南部水源地受電盤断路器取替修繕工事　1式
断路器1台

令和6年3月15日

概　　要

1,041,000

809,600

令和5年10月2日
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担 当 課 部 課

件　　名

履行場所

第 第 1 項 第 2 号

第 条 第 1 項 第 1 号

第 条 第 1 項 第 2 号 サ

第 条 第 項 第 号

備　　考

随意契約理由

本修繕工事は、令和4年度南部水源地施設設備点検により、受電盤断路器(1995
年製)の不良と判断されたため、無負荷時に電圧を開閉できない危険があり重
大な電力事故に繋がる恐れがあることから、取替修繕を行うものである。
当該業者は、既設設備設置業者であると共に機器を設置し保守点検を行った業
者である。
他の業者に機器を交換させた場合、本修繕機器は既設盤内にあることから、他
の主要機器に多大な影響が出る恐れがある。
よって、株式会社三重日立と随意契約を締結するものである。

根拠法令

地方公営企業法

随意契約理由書

上下水道 水道

南部水源地受電盤断路器取替修繕工事

桑名市大字島田地内

桑名市随意契約ガイドライン

桑名市随意契約ガイドライン 4

【代表者職・氏名】
契約の相手方

【　名　　称　】 株式会社三重日立

21条の14

桑名市契約規則 27

取締役社長　杉原裕行
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■見積合せの経過及び結果
・株式会社三重日立から見積書を徴した結果、予定価格の範囲内であったため、契約を締結した。

 5-001232

代表取締役　杉原裕行
1

005817　株式会社三重日立
落札決定

850,000 840,000 736,000

コ メ ン ト

No 見 積 業 者 名 第1回見積額（円） 第2回見積額（円） 随意契約額（円） 摘要

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

\736,000
最 低 制 限 価 格
（ 税 抜 ）

************

契 約 金 額
（ 税 抜 ）

\736,000 落札率（ ％） 100 %

履 行 場 所 桑名市大字島田地内

履 行 期 間 令和 5年10月 2日　から　令和 6年 3月15日　まで

見 積 日 時 令和 5年 9月26日　午前10時00分 業 種 0800 電気

見 積 経 過 表

契 約 番 号  5-001232 担 当 課 水道課

件 名 南部水源地受電盤断路器取替修繕工事
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（３）入札・契約制度における課題・取組みについて 

●随意契約の適正な運用について 

●災害時における入札方法について 

●地域の建設業者の受注機会の確保について 

 

 

 

 

 

運用指針（発注関係事務の運用に関する指針） 品確法 22 条に基づき、国が作成（令和２年改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

～国からの地方公共団体あて通知から抜粋～ 

１ 入札契約手続の迅速化等について 

入札契約手続の迅速化等を通じた着実な事務の執行を図るため、入札公告等

の準備行為の前倒し、総合評価落札方式における提出資料の簡素化や技術審査・

評価業務の効率化、事業執行の迅速化や効率化に資する適切な規模での発注、地

方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の２第１項第８号に基づ

く随意契約（いわゆる不調随契・不落随契）の活用等により、事務の改善及び効

率化に努めること。 

特に災害復旧事業については、手続きの透明性・公正性等にも配慮しつつ、相

当数の事業に係る入札及び契約を短期集中的に行う必要があることから、平成

２９年７月に国土交通省において策定された「災害復旧における入札契約方式

の適用ガイドライン」も参考として、応急復旧事業や緊急度が極めて高い本復旧

事業について随意契約（地方自治法施行令第１６７条の２第１項第５号）を、そ

れ以外の復旧事業について指名競争入札方式を活用する等により、可能な限り

手続に要する期間の短縮に努めること。 

 

現在および将来の公共工事の品質確保 担い手の中長期的な育成・確保の促進 

  （適正な予定価格・工期設定 施工時期の平準化 適切な設計変更 
     生産性向上 災害時対応 多様な入札契約方式活用 等） 

国は、本指針に基づき発注関係事務が適切に実施されているかについて 
毎年調査を行い、その結果を取りまとめ、公表 

 
各発注者が発注関係事務を適切かつ効率的に運用できるよう、発注者共通の指針 

として、体系的に取りまとめ 
 

①随意契約等の適切な入札契約方式の活用 

②現地の状況等を踏まえた積算の導入 

③災害協定の締結等建設業者団体等や、他の発注者との連携 

改正 品確法 （公共工事の品質確保の促進に関する法律） 令和元年６月 

災
害
対
応 
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２ 災害復旧等における入札及び契約の方法 

災害発生後の復旧に当たっては、早期かつ確実な施工が可能な者を短期間で

選定し、復旧作業に着手することが求められることから、災害応急対策又は災害

復旧に関する工事においては、公共工事品質確保法第７条第１項第３号や指針

に基づき、手続の透明性及び公正性の確保に留意しつつ、随意契約や指名競争入

札を活用するなど、緊急性に応じて適切な入札及び契約の方法を選択すること。 

また、公共工事品質確保法第７条第４項も踏まえ、発注の時期、箇所、工程等

について適宜調整を図るため、他の発注者と情報交換を行うこと等により連携

を図るよう努めること。 

 

３ 地域の建設業団体等との緊密な連携について 

地域の建設企業が円滑に施工を行うことができる環境の整備により「防災・減

災、国土強靱化のための５か年加速化対策」等による事業の着実な実施が図られ

るよう、地域の建設業団体等との意見交換等を通じた緊密な連携を図ることに

より、公共工事の受注環境等の把握に努め、工事の円滑な発注や入札・契約の適

正化等に努めること。 

 

４ 公共工事に関する調査及び設計の円滑な実施について 

災害時をはじめとして、公共工事の円滑な施工確保のためには、公共工事に関

する測量、地質その他の調査及び設計の円滑な実施が重要な役割を果たすもの

であることから、調査及び設計の発注に当たっては、公共工事と同様に、適正な

予定価格の設定、ダンピング対策の強化、適切な条件明示と必要な経費の計上、

設計変更等の適切な実施、適正な履行期間の設定、実施時期の平準化、災害復旧

事業における入札契約手続の迅速化、地域の業者の受注機会の確保、資金調達の

円滑化のための取組、技術者等の就労環境の改善等に努めること。 

 

 

【参考（抜粋）】 入札・契約制度に関する意見書 令和５年４月 20 日 桑名市 

入札監視委員会 前回の提言に対する取組みとその評価 今後の課題 

 

●随意契約の適正な運用について 

地方公共団体が締結する契約は一般競争入札が原則である中、随意契約は任

意に特定の相手を選択して契約を締結するという例外的な方法であるため、そ

の運用には慎重を期す必要がある。 

例えば、緊急の必要により競争入札に付することができないときが理由とな

る随意契約が該当するのは、客観的性質から緊急性が必要であり、かつ、緊急の
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対応を行わなければ市民生活等への影響が生じるおそれがある場合に限定され

るものであることを意識するとともに、法令等を遵守し、契約事務がより適切に

行われるよう職務にあたられたい。 

さらに、随意契約で発注する場合においては、市の随意契約ガイドラインに則

っているかの確認とともに、予定価格の設定においては、市場価格から逸脱しな

いよう、引き続き細心の注意を図る必要がある。 

また、これまで随意契約を結んでいたからという理由で漫然と同様の随意契

約を行うのではなく、今でも随意契約しか方法はないのか、他の自治体における

同様の案件の契約状況など常に情報収集を行い確認に努められたい。 

 

●災害時における入札方法について 

災害時における発注者の責務は、災害からの迅速かつ円滑な復旧・復興を行う

ために、緊急性に応じた随意契約･指名競争入札などの適切な選択を行い、早期

かつ確実な施工が可能な者を短期間で選定し、速やかに復旧作業に着手できる

ようにすることである。 

その上で発注及び契約の透明性、公平性の確保に努めることが必要であり、契

約相手の選定に当たっては、協定締結状況や施工体制、地理的状況、施工実績な

どを踏まえ、最適な契約相手が選定できるように努められたい。 

 

●地域の建設業者の受注機会の確保について 

入札において競争性を高めるために地域要件を広げることは、より安い価格

での落札が期待できるが、地元業者の育成についても考えなければならないと

ころである。地元業者を育成することで、地元経済の活性化や地元雇用の創出が

見込まれ、災害など緊急時において速やかに対応できる地元業者の確保にもつ

ながる。入札の透明性や公正性を保ちつつ、地元業者の育成にもつながる入札に

なるよう努められたい。 

さらに、「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」に基づく

「令和４年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針」を踏まえ、地域の建設

業者の活用により円滑かつ効率的な施工が期待できる工事等の発注に当たって

は、適切な地域要件の設定に努めるなど、引き続き地域の建設業者の受注機会の

確保に努められたい。 

 


